
別所線千曲川橋梁復旧工事の様子生島足島神社 冬至の夕陽

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

共
に
乗
り
越
え
て
、
新
た
な
時
代
へ

動画でもご覧いただけます

　
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

世
界
中
で
猛も

う

威い

を
振
る
い
、
人
々
の
暮
ら
し
を

一
変
さ
せ
、
社
会
経
済
に
深
刻
な
打
撃
を
与
え

た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
市
内
に
お
き
ま
し
て
も
、
小
・
中
学
校
の
臨

時
休
業
や
、
公
共
施
設
の
休
館
な
ど
の
措
置
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
上
田
城
千
本
桜
ま
つ
り
を
は

じ
め
と
し
た
各
種
行
事
も
中
止
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　
感
染
拡
大
防
止
に
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
い
る
市
民
・
事
業
者
の
皆
様
、
ま
た
、
医

療
従
事
者
を
は
じ
め
、
市
民
生
活
を
守
る
た
め

尽
力
さ
れ
て
い
る
多
く
の
皆
様
に
、
改
め
て
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
で
は
、
昨
年
４
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
室
を
新
設
し
、
市
民
か
ら
の
相
談

や
感
染
防
止
に
向
け
た
取
組
、
保
健
所
と
の

連
絡
調
整
な
ど
の
業
務
を
行
う
体
制
を
整
え
、

国
や
県
、
関
係
機
関
・
団
体
な
ど
と
連
携
し
、

感
染
症
対
策
に
全
力
を
挙
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍か

に
お
け
る
生
活
支
援
策
に

積
極
的
に
取
り
組
み
、
子
育
て
世
帯
や
ひ
と
り

親
世
帯
を
支
援
す
る
た
め
の
臨
時
特
別
給
付
金

事
業
な
ど
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
地
域
経
済

を
支
え
る
た
め
の
事
業
者
支
援
策
と
し
て
、
業

種
ご
と
に
各
種
給
付
・
補
助
制
度
を
創
設
し
た

ほ
か
、
消
費
喚か

ん

起き

応
援
事
業
と
し
て
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
決
済
事
業
者
と
連
携
し
た
県
内
初
の

ポ
イ
ン
ト
還
元
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
が
求
め
ら
れ

る「
新
た
な
日
常
」の
中
で
、
人
と
の
つ
な
が
り

が
、
い
か
に
か
け
が
え
の
な
い
も
の
か
、
ま
た

私
た
ち
の
社
会
が
ど
れ
ほ
ど
多
く
の
人
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
て
い
た
の
か
に
、
改
め
て
気
づ
か

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
差
別
や
偏
見
な
ど
の
無
い
社
会
、

健
や
か
な
暮
ら
し
と
活
気
あ
る
地
域
経
済
の
実

現
を
め
ざ
し
、
昨
年
10
月
、
関
係
団
体
の
皆
様

と
共
に「
コ
ロ
ナ
禍
を
、
み
ん
な
で
共
に
乗
り

越
え
よ
う
！
」共
同
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
様
の
命
と
暮
ら
し
を
守
り
、
共
に

こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
る
べ
く
、
今
後
も
全
力

で
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

令
和
元
年
東
日
本
台
風
災
害
か
ら
の

復
旧
・
復
興

　
東
日
本
台
風
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
つ

き
ま
し
て
は
、
被
害
を
受
け
た
道
路
、
河
川
、

農
林
業
用
施
設
な
ど
は
、
そ
の
多
く
が
応
急
復

旧
を
終
え
、
国
・
県
事
業
と
も
調
整
を
図
り
な

が
ら
本
復
旧
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
一
方
、上
田
電
鉄
別
所
線
に
つ
き
ま
し
て
は
、

千
曲
川
に
架
か
る
橋

き
ょ
う

梁
り
ょ
う

の
一
部
が
落
橋
す
る
な

ど
甚じ

ん

大だ
い

な
被
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
多
く

の
皆
様
の
ご
支
援
に
よ
り
、
今
春
３
月
28
日
に

全
線
開
通
す
る
見
通
し
と
な
り
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
こ
の
災
害
を
教
訓
と
し
、
避
難
場

所
の
確
保
や
防
災
用
資
器
材
の
備
蓄
の
充
実
、

災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
更
新
な
ど
を
進
め
て

お
り
、
新
た
に
公
表
さ
れ
た
浸
水
想
定
区
域
や

最
新
の
知
見
な
ど
を
踏
ま
え
、
さ
ら
な
る
防
災

体
制
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

市
政
を
振
り
返
っ
て

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
６
月
に
は
、「
レ

イ
ラ
イ
ン
が
つ
な
ぐ『
太
陽
と
大
地
の
聖
地
』～

龍
と
生
き
る
ま
ち
信
州
上
田
・
塩
田
平
～
」と

題
し
た
本
市
の
文
化
遺
産
群
が
、
文
化
庁
の
日

本
遺
産
に
認
定
さ
れ
る
と
い
う
大
変
喜
ば
し
い

出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
関
係
団
体
な
ど
で
構
成
す
る「
上

田
市
日
本
遺
産
推
進
協
議
会
」を
設
立
し
、
地

域
振
興
や
魅
力
発
信
に
努
め
る
と
と
も
に
、
郷
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令和３年 市長年頭あいさつ

第二次上田市総合計画審議会の最終答申

武石地域総合センター建設の様子

新本庁舎建設の様子

下之条自治会　同意書　手交式

土
に
対
す
る
愛
着
や
誇
り“
シ
ビ
ッ
ク
・
プ
ラ

イ
ド
”の
醸
成
に
も
一
層
力
を
入
れ
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
経
済
の
持
続
的
な
発
展
に
向
け
、「
上

田
市
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興
条
例
」を

制
定
し
、
地
域
経
済
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
中
小
・
小
規
模
企
業
の
振
興
を
図
っ
て

い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
全

て
の
市
民
に
等
し
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

機
会
が
確
保
さ
れ
、
個
性
や
人
格
が
尊
重
さ
れ

る
共
生
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
、「
上
田
市
手

話
言
語
の
普
及
及
び
視
聴
覚
障
害
者
等
の
意
思

疎
通
手
段
等
の
利
用
促
進
に
関
す
る
条
例
」を

制
定
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
つ
な
が
り
と
多
様

性
を
大
切
に
す
る
市
民
総
参
加
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
一
方
、
市
役
所
新
本
庁
舎
お
よ
び
武
石
地
域

総
合
セ
ン
タ
ー
の
建
設
工
事
と
、
丸
子
地
域
自

治
セ
ン
タ
ー
庁
舎
の
耐
震
改
修
工
事
に
つ
き
ま

し
て
は
、
今
年
度
中
の
完
成
を
目
指
し
て
工
事

を
進
め
て
お
り
、
武
石
地
域
総
合
セ
ン
タ
ー
は

今
春
３
月
末
に
、
ま
た
、
新
本
庁
舎
は
５
月
か

ら
順
次
業
務
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。
機
能
的

で
利
用
し
や
す
く
、
ま
た
、
安
全
で
安
心
な
暮

ら
し
を
支
え
る
、
協
働
の
拠
点
と
な
る
施
設
と

し
て
ま
い
り
ま
す
。

資
源
循
環
型
施
設
建
設
に
向
け
た
取
組

　
上
田
地
域
広
域
連
合
が
計
画
し
、
市
と
し
て

も
最
優
先
課
題
に
位
置
付
け
る
資
源
循
環
型
施

設
建
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
資
源
循
環
型
施

設
検
討
委
員
会
」の
協
議
結
果
に
基
づ
き「
資
源

循
環
型
施
設
建
設
の
基
本
方
針
」を
策
定
し
、

住
民
説
明
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
地
元
関
係
団
体
で
構
成
す
る
資
源

循
環
型
施
設
建
設
対
策
連
絡
会
か
ら
、
施
設
の

周
辺
環
境
へ
の
影
響
に
関
し
て
科
学
的
に
調
査

を
行
う
環
境
影
響
評
価
の
実
施
に
つ
い
て
合
意

を
い
た
だ
き
、
広
域
連
合
に
お
い
て
手
続
き
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
清
浄
園
に
代
え
て
、
南
部
終
末
処
理

場
内
へ
、
し
尿
前
処
理
下
水
道
投
入
施
設
を
建

設
す
る
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
元
下
之
条

自
治
会
と
話
し
合
い
を
続
け
て
き
た
結
果
、
施

設
受
け
入
れ
に
同
意
す
る
と
の
回
答
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
資
源
循
環
型
施
設
の
計
画
は
、
新
た
な
段
階

へ
と
大
き
く
前
進
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

関
係
す
る
地
域
住
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

今
後
も
建
設
に
向
け
て
丁
寧
に
、
ま
た
、
着
実

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

第
二
次
上
田
市
総
合
計
画

「
後
期
ま
ち
づ
く
り
計
画
」の
策
定

　平
成
28
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
第
二
次
上
田

市
総
合
計
画「
前
期
ま
ち
づ
く
り
計
画
」が
今
年

度
を
も
っ
て
計
画
期
間
の
満
了
を
迎
え
る
こ
と

か
ら
、
令
和
３
年
度
か
ら
５
か
年
の「
後
期
ま

ち
づ
く
り
計
画
」の
策
定
を
進
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　
昨
年
11
月
、
総
合
計
画
審
議
会
の
最
終
答
申

を
受
け
て
計
画
案
を
と
り
ま
と
め
、
昨
年
12
月

の
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
議
決
い
た
だ
い
た

と
こ
ろ
で
す
。

　
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
幅
広
い
世
代
や
様
々

な
立
場
の
市
民
の
参
画
と
意
見
の
反
映
に
努
め

る
と
と
も
に
、
深
刻
化
す
る
人
口
減
少
・
少
子

高
齢
化
な
ど
の
諸
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、「
上

田
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

を
一
体
化
し
た
ほ
か
、
気
候
変
動
や
、
感
染
症

の
拡
大
と
い
っ
た
社
会
的
課
題
の
解
決
に
向

け
、
持
続
的
発
展
を
目
指
す「
Ｓエ

ス
デ
ィ
ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続

可
能
な
開
発
目
標
）」の
取
組
を
各
施
策
に
反
映

さ
せ
ま
し
た
。
さ
ら
に「
子
育
て
支
援
」と「
最

先
端
技
術
活
用
」を
新
た
に
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
位
置
付
け
、
横
断
的
か
つ
戦
略
的
に
推
進

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
総
合
計
画
の
将
来
都
市
像「
ひ
と
笑
顔
あ
ふ

れ
　
輝
く
未
来
に
つ
な
が
る
　
健け

ん

幸こ
う

都
市
」の

実
現
に
向
け
、市
民
お
一
人
お
ひ
と
り
と
共
に
、

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

新
た
な
時
代
に
向
け
て

　
市
で
は
、「
上
田
市
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
化
推

進
計
画
」の
策
定
を
進
め
て
お
り
、
先
進
技
術

や
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
活
用
し
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
や
行
政
事
務
の
効
率
化
、
産
業
や
公

共
交
通
な
ど
様
々
な
地
域
課
題
の
解
決
を
め
ざ

す
と
と
も
に
、
新
し
い
生
活
様
式
の
も
と
で
の

暮
ら
し
方
、
働
き
方
の
変
化
も
踏
ま
え
、
施
策

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
先
を
見
通
す
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
あ
っ
て

も
、
希
望
を
失
わ
ず
、
知
恵
を
持
ち
寄
り
、
ま

ち
づ
く
り
を
実
践
す
る
こ
と
で
、
私
た
ち
は
、

新
た
な
時
代
に
歩ほ

を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
年
は
丑（
牛
）年
で
す
。
最
晩
年
の
夏な

つ

目め

漱そ
う

石せ
き

は
、
門
下
の
芥あ

く
た
が
わ川

龍り
ゅ
う
の
す
け

之
介
と
久く

米め

正ま
さ

雄お
（
旧

上
田
町
出
身
）に
、「
牛
の
よ
う
に
、
ず
ん
ず
ん

進
め
」と
い
う
内
容
の
手
紙
を
出
し
て
い
ま
す
。

漱
石
は
、
牛
を
真
面
目
で
、
根
気
よ
く
取
り
組

む
も
の
の
象
徴
と
し
て
、
２
人
を
励
ま
し
た
と

の
こ
と
。
市
民
の
皆
様
、
共
に
牛
の
よ
う
に
ず

ん
ず
ん
進
ん
で
ま
い
り
ま
し
ょ
う
！

　
結
び
に
、
本
年
が
、
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
、

明
る
く
健
康
で
幸
福
な
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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特
別
表
彰

　１
名
・
１
団
体

【
市
民
に
夢
や
希
望
を
与
え
る
な
ど
、そ
の
功
績
が
特
に
顕
著
な
皆
様
】

窪
島
　
誠
一
郎

サ
ン
ク
ス
株
式
会
社
　

　11月18日㈬、令和２年度上田市功労者表彰式を、新型コロナウイルス感染症対策を行った上で開催し、市政の各般
にわたり御尽力をいただきました皆様を表彰いたしました。受賞された皆様は次のとおりです（順不同、敬称略）。

令和２年度　上田市功労者表彰式
特別表彰２件をはじめとした個人39件、団体20件を表彰

功
労
表
彰

　31
名
・
７
団
体

●
自
治
部
門【
地
方
自
治
の
振
興
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
皆
様
】

田
畑

　裕
康
（
自
治
会
長
）

安
藤

　民
子
（
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
）

荻
原

　
　好よ

し
み

（
税
収
協
力
関
係
団
体
役
員
）

桑
原

　茂
実
（
税
収
協
力
関
係
団
体
役
員
）

三
井

　英
和
（
税
収
協
力
関
係
団
体
役
員
）

●
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
部
門

【
教
育
・
文
化
の
向
上
発
展
や
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
た
皆
様
】

岸

　
　
　茂
（
学
校
医
）

草
間

　俊
樹
（
学
校
歯
科
医
）	

宮
淵

　啓ひ
ろ

子こ

（
学
校
歯
科
医
）

林

　
　信
夫
（
社
会
教
育
関
係
団
体
役
員
）

宮
﨑

　昭
子
（
社
会
教
育
関
係
団
体
役
員
）

橋
詰

　和
夫
（
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
）

井
出

　康
生
（
ス
ポ
ー
ツ
団
体
役
員
）

佐
藤

　幸
四
郎
（
ス
ポ
ー
ツ
団
体
役
員
）

特
定
非
営
利
活
動
法
人
や
ま
ぼ
う
し
自
然
学
校

（
自
然
を
活
か
し
た
環
境
教
育
）

●
社
会
部
門

【
社
会
福
祉
の
充
実
や
市
民
生
活
の
安
定
向
上
に
尽
力
さ
れ
た
皆
様
】

古
川

　友
枝
（
民
生
委
員
・
児
童
委
員
）

石
坂

　秀
司
（
保
護
司
）	

片
山

　功
夫
（
保
護
司
）

高
柳

　正
幸
（
保
護
司
）	

西
澤

　興
一
（
保
護
司
）

関
口

　よ
ね
子
（
人
権
擁
護
委
員
）

曽
根

　清
和
（
薬
剤
師
会
役
員
）	

中
村

　
　俊た

か
し

（
薬
剤
師
会
役
員
）

中
島

　
　茂
（
保
健
衛
生
関
係
団
体
役
員
）

関せ
き

川が
わ

　久
子
（
ご
み
減
量
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
リ
ー
ダ
ー
ほ
か
）

上
田
市
多
文
化
共
生
推
進
協
会
（
国
際
化
・
国
際
交
流
推
進
）

エ
コ
・
サ
ポ
ー
ト
21

（
上
田
市
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
拠
点
施
設
「
エ
コ
・
ハ
ウ
ス
」
の
運
営
）

特
定
非
営
利
活
動
法
人
一
匹
で
も
犬
・
ね
こ
を
救
う
会

（
野
良
犬
や
野
良
猫
の
命
を
守
る
取
組
）

点
訳
サ
ー
ク
ル
で
ん
で
ん
虫
の
会

（
市
広
報
紙
・
市
議
会
広
報
紙
の
点
訳
な
ど
）

　村
むら

山
やま

槐
かい

多
た

をはじめとした夭
よう

折
せつ

の画家たちの
貴重な作品を収蔵した「信濃デッサン館」、戦没
画学生たちの作品を収蔵し、平和と命の尊さを
伝える鎮

ちん

魂
こん

の美術館「無言館」の館主として市の
文化芸術の振興、平和の推進に多大な貢献を
されました。

　真田地域の老朽化した福祉施設の整備および
高齢者や児童が利用するバスなど地域交通の
充実のため、複数回にわたる高額寄附をいた
だき、市の社会福祉の充実、地方自治の振興
発展に多大な貢献をされました。
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上田市功労者表彰式
　  秘書課　☎22・3435

●
産
業
部
門【
産
業
経
済
の
振
興
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
皆
様
】

大
久
保

　孔た
だ

夫お

（
商
工
関
係
団
体
役
員
）	

久
保
田

　茂
登
（
観
光
関
係
団
体
役
員
ほ
か
）

小
林

　
　泉
（
土
木
・
建
築
関
係
団
体
役
員
）	

淺あ
さ

田だ

　正
義
（
寄
附
）

上
田
市
大
豆
採
種
組
合
（
種
子
大
豆
の
受
託
生
産
な
ど
大
豆
生
産
安
定
化
）

陣
場
台
地
研
究
委
員
会
（
ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う
畑
整
備
や
ワ
イ
ナ
リ
ー
誘
致
）

●
消
防
部
門【
消
防
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
皆
様
】

小
田
中

　晋す
す
む

（
消
防
団
役
員
）	

金
子

　隆
博
（
消
防
団
役
員
）

藤
澤

　祐
一
（
消
防
団
役
員
）	

山
口

　栄
治
（
消
防
団
役
員
）

善
行
表
彰

　４
名
・
４
団
体

【
地
域
の
環
境
美
化
や
社
会
福
祉
活
動
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
特
に
功
績
の
あ
っ
た
皆
様
】

田
中

　三み

き

お

喜
男
（
環
境
美
化
活
動
）	

垂た
れ

澤さ
わ

　袈け

裟さ

男お

（
環
境
美
化
活
動
）

田
中

　悦
朗
（
青
少
年
の
健
全
育
成
活
動
）	

清
水

　正
行
（
自
然
保
護
活
動
）

浦
里
小
子
ど
も
見
守
り
隊
（
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
）

西
小
見
守
り
隊
（
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
）

上
田
市
上
下
水
道
事
業
協
同
組
合
（
社
会
福
祉
活
動
）

丸
子
水
道
工
事
業
協
同
組
合
（
社
会
福
祉
活
動
）

技
能
表
彰

　２
名

【
優
れ
た
技
能
を
有
し
、技
術
の
向
上
・
後
進
の
育
成
に
つ
い
て
特
に
功
績
の
あ
っ
た
皆
様
】

内
田

　良
平
（
農
業
）	

内
堀

　三
男
（
農
業
）

ま
ち
づ
く
り
表
彰

　１
名
・
８
団
体

【
地
域
づ
く
り
や
上
田
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
お
い
て
特
に
功
績
の
あ
っ
た
皆
様
】

小
山

　一
正
（
多
数
の
大
型
模
型
を
製
作
し
地
域
活
性
化
）

上
田
市
東
部
地
区
「
安
心
」
の
地
域
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
実
行
委
員
会

（
認
知
症
の
方
と
地
域
で
と
も
に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
開
催
）

「
安
心
」の
地
域
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
同
窓
会

（
高
齢
者
サ
ロ
ン
や
高
齢
者
宅
訪
問
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
住
民
互
助
の
活
動
）

上
田
・
城
下
町
活
性
会
（
上
田
城
の
歴
史
文
化
を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り
）

元
祖
！
シ
ャ
ッ
タ
ー
マ
ン
（
観
光
客
へ
の
写
真
撮
影
等
の
「
お
も
て
な
し
」
活
動
）

塩
田
平
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
（
塩
田
地
域
の
魅
力
を
伝
え
る
取
組
）

塩
田
平
民
話
研
究
所
（
地
域
の
民
話
を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り
）

マ
ダ
ラ
ヤ
ン
マ
保
護
研
究
会
（
自
然
環
境
の
保
護
活
動
）

ヤ
マ
ン
バ
の
会
（
自
然
や
里
山
の
保
全
活
動
）

令和２年度 優良建設工事表彰式 　令和元年度に、しゅん工した上田市発注の請負金額
200万円以上の建設工事は196件で、その内請負金額
が500万円以上の建設工事は148件でした。
　この中から、市内に本社のある建設業者、または
市内に本社がある建設業者を含む共同企業体が施工
し、工事成績評定点が85点以上の工事を対象に、優
良建設工事審査委員会で審査し、９件を選定しました。
11月18日㈬に、その工事を施工した建設業者と現場
代理人を表彰しました。

　受賞者は次のとおりです（敬称略）。
◦株式会社倉島建工　　◦株式会社創恒　
◦児玉興業株式会社　　◦株式会社CTSラインテック
◦株式会社高樹　　　　◦株式会社堀内建設　
◦有限会社宮島工務店　◦有限会社小林商会
◦有限会社田口建設

　  契約検査課　☎23・5257

優良建設工事表彰式（11月18日）　出席者の皆様

動画でもご覧いただけます

動画でもご覧
いただけます

謝
辞（
受
賞
者
代
表  

田
畑
裕
康
さ
ん
）

広報うえだ　2021.15



き
、
高
齢
に
な
っ
て
も
脳
も
体
も
健
康

で
、
か
つ
、
元
気
に
生
活
で
き
る
健
幸

都
市
の
実
現
を
目
指
し
、
上
田
市
医
師

会
、
小
県
医
師
会
、
民
間
事
業
者
と
締

結
し
た「
認
知
症
の
方
と
そ
の
ご
家
族

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
連

携
協
定
」に
よ
り
、
医
師
会
の
皆
様
の

御
協
力
の
も
と
、
新
た
に
認
知
機
能
検

査
事
業
を
９
月
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

ま
た
、
10
月
か
ら「
上
田
市
認
知
症
見

守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」に
登
録
し
て
い

る
全
て
の
方
を
対
象
に
保
険
料
を
全
額

市
が
負
担
し
、
個
人
賠
償
責
任
保
険
に

加
入
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
こ
う

し
た
取
組
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ

り
、
高
齢
者
や
そ
の
御
家
族
が
地
域
で

安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
引
き
続

き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

公
立
大
学
法
人
長
野
大
学
に
関

す
る
取
組

　
令
和
３
年
４
月
の
設
置
を
目
指
し
て

い
ま
し
た
社
会
福
祉
学
系
大
学
院
が
、

10
月
23
日
付
で
認
可
さ
れ
ま
し
た
。
大

学
院
は
、
社
会
福
祉
学
部
で
の
教
育
、

研
究
を
一
層
発
展
さ
せ
る
形
で「
総
合

福
祉
学
研
究
科
」と
し
、
社
会
福
祉
学

お
よ
び
発
達
支
援
学
の
２
専
攻
に
よ

り
、
地
域
社
会
の
福
祉
課
題
解
決
に
貢

献
す
る
高
度
専
門
職
業
人
と
研
究
者
の

育
成
を
目
指
し
ま
す
。
大
学
院
設
置
に

よ
り
、
社
会
福
祉
の
研
究
や
教
育
に
深

く
携
わ
る
こ
と
を
目
指
す
学
生
や
、
学

び
直
し
を
望
む
社
会
人
の
リ
カ
レ
ン
ト

教
育
の
機
会
拡
大
に
寄
与
で
き
る
も
の

と
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
12
月
市
議
会
定
例
会 

市
長
提
案
説
明（
要
旨
）

提案説明はインターネットで動画・全文をご覧いただけます

こ
れ
ま
で
以
上
に
緊
張
感
を
持
ち
、
関
係
機
関
と
協
力
し
、

感
染
拡
大
防
止
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す

と
協
力
し
て
、
殿と
の

城し
ろ

地
区（
岩
清
水
）に

整
備
を
進
め
て
き
た
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ

ン（
滞
在
型
農
園
）に
つ
い
て
は
、
来
年

４
月
の
供
用
開
始
に
向
け
、
今
定
例
会

に
関
係
条
例
を
提
案
し
ま
し
た
。

商
工
、
観
光
振
興
に
対
す
る
取
組

　
８
月
か
ら
実
施
し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
決
済
事
業
者
Ｐペ

イ

ペ

イ

ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
と
連
携

し
た
県
内
初
の
ポ
イ
ン
ト
還
元
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
は
、
対
象
店
舗
で
の
利
用
額
が

９
億
円
を
超
え
、
ポ
イ
ン
ト
還
元
額
は

２
億
１
千
万
円
余
と
な
り
ま
し
た
。
更

な
る
消
費
喚
起
を
促
す
た
め
、
年
明
け

か
ら
第
２
弾
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
す

る
こ
と
と
し
、
今
後
も「
新
し
い
生
活
様

式
」の
実
践
例
の
１
つ
で
あ
る
電
子
決
済

の
普
及
促
進
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
市
独
自
の
取
組
と
し
て
、
菅

平
高
原
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
、
武
石
番ば
ん

所し
ょ

ケが

原は
ら

ス
キ
ー
場
の「
リ
フ
ト
券
割
引

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
行
い
、
県
内
外
で

の
観
光
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
も
計

画
し
、
市
内
ス
キ
ー
場
を
中
心
に
多
彩

な
観
光
資
源
を
活
用
し
た
積
極
的
な
誘

客
促
進
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

健
康
福
祉
に
対
す
る
取
組

　
市
民
の
皆
様
に
、
体
だ
け
で
な
く
脳

の
健
康
に
も
関
心
を
向
け
て
い
た
だ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
対
す
る
取
組

　
上
田
圏
域
に
お
け
る
感
染
拡
大
は
多

く
の
方
の
御
尽
力
に
よ
り
一
度
落
ち
着
い

た
も
の
の
、
11
月
以
降
、
全
国
的
な
感

染
者
の
増
加
に
伴
い
、
市
内
で
も
複
数

の
新
規
感
染
者
が
確
認
さ
れ
る
事
態
と

な
り
ま
し
た
。
感
染
経
路
不
明
な
方
の

増
加
な
ど
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

緊
張
感
を
持
ち
、関
係
機
関
と
協
力
し
、

感
染
拡
大
防
止
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流

行
期
に
備
え
た
発
熱
患
者
の
外
来
診
療

や
検
査
体
制
の
確
保
を
図
り
、
市
民
の

皆
様
が
安
心
し
て
受
診
で
き
る
よ
う
、

市
内
医
療
機
関
へ
の
支
援
策
に
係
る
経

費
を
今
定
例
会
に
計
上
し
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
当
初
予
算
編
成
に

向
け
た
取
組

　
厳
し
い
経
済
や
社
会
の
情
勢
を
踏
ま

え
つ
つ
、
令
和
３
年
度
が
第
二
次
上
田

市
総
合
計
画「
後
期
基
本
計
画（
後
期
ま

ち
づ
く
り
計
画
）」の
初
年
度
に
当
た
る

こ
と
か
ら
、
総
合
計
画
に
掲
げ
る
将
来

都
市
像
実
現
に
向
け
、
令
和
３
年
度
当

初
予
算
編
成
方
針
を
公
表
す
る
と
と
も

に
予
算
編
成
作
業
に
着
手
し
ま
し
た
。

目
指
す
べ
き
将
来
都
市
像
と
し
て
掲

げ
た「
ひ
と
笑
顔
あ
ふ
れ
　
輝
く
未
来

に
つ
な
が
る
健け
ん

幸こ
う

都
市
」を
一
歩
ず
つ

前
に
進
め
て
い
く
た
め
、
前
例
に
捉
わ

れ
ず
、
聖
域
な
き
施
策
の
見
直
し
を
図

り
な
が
ら「
Ｓエ
ス
デ
ィ
ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
可
能
な
開

発
目
標
）」達
成
に
向
け
た
視
点
も
念
頭

に
、
コ
ロ
ナ
禍か

で
一
変
し
た
社
会
に
的

確
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
限
ら
れ
た

財
源
を
よ
り
効
率
的
、
効
果
的
に
配
分

し
、
将
来
を
見
据
え
た
持
続
可
能
な
財

政
運
営
に
十
分
留
意
し
た
上
で
、
市
民

ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
柔
軟
か
つ
機
動
的
な

予
算
と
な
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

農
業
振
興
に
対
す
る
取
組

　
農
地
の
流
動
化
政
策
に
つ
い
て
は
、

従
来
の
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
事
業
か

ら
農
地
中
間
管
理
事
業
へ
の
移
行
を
進

め
、
今
年
度
か
ら
農
地
相
談
、
農
地
情

報
の
一
元
管
理
な
ど
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
対
応
で
き
る
体
制
を
整
備
し
ま
し

た
。
農
地
中
間
管
理
事
業
の
核
と
な
る

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」に
つ
い
て
は
、
昨

年
度
実
施
し
た
市
内
全
農
家
を
対
象
と

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
等
を
も
と

に
、
関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
、
今
年

度
末
の
プ
ラ
ン
公
表
に
向
け
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
都
市
と
農
村
と
の
交
流
促
進

な
ど
を
図
る
た
め
、
県
と
地
元
の
皆
様

動画はこちらから ホームページ

　

行
政
管
理
課

　
　
☎
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上田駅前で感染予防の呼びかけを行う土屋市長（11月20日）
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マイナンバーカードの交付申請ができる特別な１日です！

豊殿・塩田・川西地域自治センターで
１日出張申請窓口を開設します

申請時に本人確認や暗証番号
の設定などを行う

自宅でマイナンバーカードを
受け取る

完全予約制
期　日 時　間 会　　　　　場

１月28日㈭
10：00～12：00
13：00～16：00

豊殿地域自治センター　第３会議室
２月４日㈭ 川西地域自治センター　エントランスホール
２月10日㈬ 塩田地域自治センター　エントランスホール

●持ち物 （①～④が必要になります）
①通知カード（お持ちの方のみ）　②住民基本台帳カード（お持ちの方のみ）

③印鑑

●その他
◦�通知カードおよび住民基本台帳カードは、申請時に窓口で返納していただきます。
◦�申請者が15歳未満の方または成年被後見人の場合は、必ず法定代理人が同行し、申請者の本人確認書類に加えて、法定代理
人の本人確認書類と法定代理人であることが確認できる書類の原本をお持ちください。
　�（申請者が15歳未満の場合）…………戸籍謄本が必要になります（申請者と法定代理人が別世帯で、本籍が上田市にない方）。
　�（申請者が成年被後見人の場合）……成年後見登記事項証明書が必要になります。

【確認書類①・②】
の中から２点

【確認書類①】から２点
または、
【①】と【②】から
それぞれ１点

（注）・有効期限の定めのあるものは、有効期限期間内のものに限ります。
　　・�本人確認書類の氏名、住所などは、必ず最新の情報に書き換えを行ってください。

【確認書類②】から
２点と照会回答書※

※�事前にご自宅へ郵送する
必要がありますので、申
請希望日の１週間前まで
に へ連絡ください。

STEP

1
STEP

2

予約制

ないある

●官公署発行の顔写真付きのもの
運転免許証、運転経歴証明書（平
成24年４月１日以降交付のも
の）、旅券、在留カード、特別永
住者証明書、身体障害者手帳、精
神障害者手帳、療育手帳など

【確認書類①】

●確認書類①以外のもの
健康保険証、年金手帳、介護保険
被保険者証、医療費受給者証、学
生証、生活保護受給者証など

【確認書類②】

申請用の写真は、会場で無料撮影
します。必ず申請者本人が会場へ
お越しください。

申請から概ね１か月半後に本人限定受取
郵便で住所地にカードを送付します。
カード受取時に郵便局員に本人確認書類
を提示する必要があります。

ある

ない
通知カードはありますか

【確認書類①】はありますか

※�窓口で紛失届
の提出が必要
です。

〈通知カード〉

次の場合は、申請者本人がマイナンバーカードの受け取りに 市民課窓口へお越しいただく場合があります。
◦申請時の持ち物に不足があるとき。
◦郵送したカードを受け取ることができず、郵便局での保管期間経過のため市へ返戻されたとき（郵便物の再送付はできません）。

注意事項

　  市民課　☎23･5334

ですので、申請希望日の２日前までに  市民課（☎23・5334）へ電話で予約ください。

は何を持っていくの？④本人確認書類

④本人確認書類
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